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中
国
研
究
集
刊
雨
号
（
総
三
十
九
号
）
平
成
十
七
年
十
二
月
六
四
｜
八
四
頁

阜
陽
漢
墓
一
号
木
臆
章
題
と
定
州
漢
墓
竹
簡
『
儒
家
者
言
』

｜
｜
｜
『
新
序
』
『
説
苑
』
『
孔
子
家
語
』
と
の
関
係

序
言

筆
者
は
前
稿
「
阜
陽
漢
墓
木
膿
章
題
考
｜
一
号
・
二
号
木
摘
を

中
心
と
し
て
｜
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
七
号
、
二

O
O五

年
）
に
お
い
て
、
阜
陽
双
古
堆
一
号
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
一
号
木

摘
章
題
と
二
号
木
廟
章
題
お
よ
び
『
説
類
雑
事
』
（
以
下
、
『
説
類
』

簡
と
略
記
）
（
注
1

｝
を
同
種
の
著
作
と
見
な
す
胡
平
生
「
阜
陽
双
古

堆
漢
簡
与
《
孔
子
家
語
》
」
（
『
国
学
研
究
』
第
七
巻
、
北
京
大
学

出
版
社
、
二

O
O
O年
）
の
見
解
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
一
号

木
膿
章
題
の
説
話
に
は
儒
家
に
関
わ
る
主
題
の
共
通
性
が
認
め
ら

れ
る
の
に
対
し
、
二
号
木
閥
章
題
の
説
話
に
は
為
政
者
に
対
す
る

諌
言
と
い
う
主
題
・
構
造
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
編
述
意
図
を
異
に
す
る
別
種
の
著
作
の
章
題
で

福

田

哲

之

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
一
号
木
膿

章
題
と
二
号
木
摘
章
題
お
よ
び
『
説
類
』
簡
は
同
種
の
著
作
で
あ

る
と
の
前
提
か
ら
、
『
孔
子
家
語
』
は
孔
安
国
に
よ
っ
て
『
新
序
』

や
『
説
苑
』
と
共
通
の
母
体
か
ら
編
述
さ
れ
た
と
す
る
胡
氏
の
見

解
に
つ
い
て
も
、
再
考
の
余
地
が
生
ず
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
先

の
検
討
を
踏
ま
え
、
一
号
木
周
章
題
と
定
州
漢
墓
竹
簡
『
儒
家
者

言
』
と
の
関
係
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
出
土
文
献
と
『
新
序
』
『
説
苑
』

『
孔
子
家
語
』
な
ど
の
伝
存
文
献
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
て
み
た
い
。

は
じ
め
に
、
一
号
木
摘
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
の
概
要
を
記
す
。

一
号
木
周
章
題
に
つ
い
て
は
、
前
稿
と
重
複
す
る
部
分
の
あ
る
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

一
号
木
摘
章
題
は
、
一
九
七
七
年
に
安
徽
省
阜
陽
県
双
古
堆
一
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号
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
。
墓
主
は
副
葬
品
の
銘
文
や
紀
年
な
ど
の

検
討
か
ら
汝
陰
侯
夏
侯
竃
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
卒
年
が
文
帝
十
五

年
（
前
一
六
五
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
阜
陽
簡
閣
の
下
限
は
卒
後

一
年
を
降
ら
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
号
木
摘
章
題
は
同
出

の
二
号
木
摘
章
題
お
よ
び
二
号
木
膿
章
題
と
同
類
の
内
容
を
も
っ

竹
簡
（
『
説
類
』
簡
）
と
と
も
に
、
韓
自
強
『
阜
陽
漢
簡
《
周
易
》

研
究
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

O
O四
年
）
所
収
「
附
録
一
阜

陽
西
漢
汝
陰
侯
墓
一
号
木
膿
《
儒
家
者
言
》
章
題
」
「
附
録
二
阜

陽
西
漢
汝
陰
侯
墓
二
号
木
晴
《
春
秋
事
語
》
章
題
及
相
関
竹
筒
」

に
図
版
・
拳
本
・
釈
文
が
公
表
さ
れ
た
。
「
附
録
一
」
所
収
二
号

木
摘
《
儒
家
者
一
言
》
章
題
釈
文
考
証
」
に
よ
れ
ば
、
一
号
木
摘
は
、

長
さ
二
十
三
咽
、
幅
五
・
四
畑
、
厚
さ

0
・
一
個
、
木
摘
の
正
面

と
背
面
と
を
そ
れ
ぞ
れ
上
中
下
三
段
に
区
切
っ
て
、
右
か
ら
左
に

章
題
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
正
面
は
上
段
が
七
行
、
中
段
が
八
行
、

下
段
が
九
行
、
背
面
は
上
段
・
中
段
が
各
九
行
、
下
段
が
五
行
で
、

末
尾
に
「
右
方
口
口
字
」
と
あ
り
、
全
部
で
四
十
七
条
の
章
題
を

有
す
る
。
内
容
は
大
半
が
孔
子
お
よ
び
そ
の
弟
子
の
言
行
を
記
し

た
も
の
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
字
跡
の
不
鮮
明
な
章
題
を
の
ぞ
き
、

大
部
分
が
先
秦
と
西
漢
時
期
の
著
作
中
に
見
え
、
『
説
苑
』
『
新
序
』

『
孔
子
家
語
』
な
ど
の
伝
存
文
献
と
の
聞
に
密
接
な
関
連
が
う
か

が
わ
れ
る
と
い
う
。

一
方
、
定
州
漢
墓
竹
筒
『
儒
家
者
言
』
は
、

一
九
七
三
年
に
河

北
省
定
州
八
角
廊
四
十
号
漢
墓
か
ら
『
論
語
』
や
『
哀
公
問
玉
義
』

『
太
公
』
な
ど
七
種
の
竹
簡
と
と
も
に
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
は
盗

掘
の
際
の
火
災
で
散
乱
・
炭
化
し
て
塊
状
に
な
り
、
完
全
な
竹
簡

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
深
刻
な
状
態
で
あ
り
、
そ
の
上
、
一
九

七
六
年
七
月
の
唐
山
大
地
震
に
よ
っ
て
竹
簡
の
一
部
が
損
壊
す
る

と
い
う
事
故
に
見
舞
わ
れ
、
整
理
作
業
は
一
時
停
滞
し
た
が
、
一

九
八

O
年
に
成
立
し
た
定
県
漢
墓
竹
筒
整
理
組
の
尽
力
に
よ
っ
て

基
本
的
な
整
理
が
完
了
し
た
。
『
儒
家
者
言
』
と
い
う
書
名
は
、
孔

子
や
孔
門
弟
子
の
言
行
を
中
心
と
す
る
内
容
か
ら
、
定
県
漢
墓
竹

筒
整
理
組
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
『
文
物
』
一
九
八
一

年
第
八
期
に
同
整
理
組
「
《
儒
家
者
言
》
釈
文
」
お
よ
び
「
定
県
羽

号
漢
墓
出
土
竹
筒
暮
本
（
図
八
｜
一
一
）
」
が
公
表
さ
れ
た
。
「
《
儒

家
者
言
》
釈
文
」
は
『
説
苑
』
と
対
応
す
る
第
一
章
か
ら
第
十
六

章
ま
で
を
『
説
苑
』
の
篇
章
の
順
に
、
『
新
序
』
と
対
応
す
る
第
十

七
章
か
ら
第
二
十
章
ま
で
を
『
新
序
』
の
篇
章
の
順
に
排
列
し
、

両
者
に
見
え
な
い
内
容
を
第
二
十
一
章
か
ら
第
二
十
七
章
ま
で
に

ま
と
め
て
い
る
。
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
何
直
剛
「
《
儒
家
者
一
言
》
略

説
」
に
よ
れ
ば
、
残
存
二
十
七
章
の
う
ち
供
文
四
章
を
除
く
二
十

三
章
は
、
『
礼
記
』
『
大
戴
礼
記
』
『
曇
子
春
秋
』
『
有
子
』
『
目
氏

春
秋
』
『
新
書
』
『
説
苑
』
『
新
序
』
『
韓
詩
外
伝
』
『
孔
子
家
語
』
『
史

記
』
『
准
南
子
』
な
ど
の
伝
存
文
献
に
同
類
の
記
述
が
あ
り
、
な
か

で
も
『
孔
子
家
語
』
が
十
章
、
『
説
苑
』
が
十
六
章
に
上
り
、
『
論
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語
』
と
類
似
し
た
主
題
を
も
っ
章
も
見
い
だ
さ
れ
る
と
い
う
。
な

お
、
定
州
八
角
廊
四
十
号
漢
墓
の
墓
主
は
、
墓
葬
の
規
模
や
副
葬

品
、
竹
簡
の
紀
年
な
ど
の
検
討
に
よ
り
、
西
漢
中
山
懐
王
劉
惰
と

見
な
さ
れ
、
そ
の
卒
年
が
宣
帝
の
五
鳳
三
年
（
前
五
五
）
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
定
州
漢
墓
竹
簡
は
そ
れ
以
前
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て

い
る
在
2
）
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
書
写
年
代
の
下
限
に
よ
っ
て
算

定
す
れ
ば
、
｛
疋
州
漢
墓
竹
筒
『
儒
家
者
言
』
は
阜
陽
漢
墓
一
号
木

摘
章
題
よ
り
約
一
一

O
年
後
の
書
写
と
な
る
。

検
討
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
は
、
一
号
木
膿
章
題
は
各
章
の

官
頭
部
分
を
章
題
と
し
て
引
用
す
る
形
式
を
も
ち
、
他
方
『
儒
家

者
二
＝
己
は
融
損
が
甚
大
で
残
存
す
る
各
章
の
一
部
が
断
片
的
に
知

ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
内
容
を
把
握
し
が
た

い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
上
の
制
約
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
両
者
の
内
容
に
つ
い
て
の
比
較
検
討
が
可
能
と
な
る
の
は
、

両
者
の
章
の
多
く
と
『
新
序
』
『
説
苑
』
な
ど
の
伝
存
文
献
と
の
聞

に
本
文
の
緊
密
な
共
通
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
し
た

が
っ
て
以
下
の
比
較
に
あ
た
っ
て
は
、
一
号
木
摘
章
題
お
よ
び
『
儒

家
者
言
』
と
と
も
に
伝
存
文
献
の
本
文
を
並
記
し
、
共
通
す
る
語

句
を
傍
線
で
示
し
た
を
3
）O

な
お
、
複
数
の
伝
存
文
献
に
同
様
の

内
容
が
見
い
だ
さ
れ
る
場
合
は
、
最
も
共
通
性
の
高
い
伝
存
文
献

の
本
文
を
掲
げ
た
。

一
号
木
晴
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
の
関
係

本
章
で
は
、
一
号
木
膿
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
の
関
係
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
る
。
一
号
木
摘
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
に
同

様
の
内
容
が
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
胡
平
生
「
阜
陽

双
古
堆
漢
簡
与
《
孔
子
家
語
》
」
や
韓
自
強
ご
号
木
摘
《
儒
家
者

一
言
》
章
題
釈
文
考
証
」
に
指
摘
が
あ
る
。
以
下
に
共
通
の
十
四
章

と
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
伝
存
文
献
と
を
番
号
を
付
し
て
列
挙
す

る。①
一
号
木
晴
第
四
章
「
孔
子
之
匡
」
｜
『
儒
家
者
言
』
十
二
『
説

苑
』
雑
言

②
一
号
木
摘
第
六
章
「
自
公
勝
棋
其
君
」
｜
『
儒
家
者
言
』
二
十

ー
『
新
序
』
義
勇

③
一
号
木
摘
第
八
章
「
脊
景
公
問
子
積
子
誰
師
」
｜
『
儒
家
者
言
』

九
｜
『
説
苑
』
善
説

④
一
号
木
膿
第
十
一
章
「
越
裏
子
謂
中
尼
」
『
儒
家
者
言
』
十

ー
『
説
苑
』
善
説

⑤
一
号
木
摘
第
十
二
章
「
孔
子
臨
河
市
歎
」
｜
『
儒
家
者
言
』
十

一
ー
ー
『
説
苑
』
権
謀

＠
一
号
木
摘
第
十
九
章
「
子
路
行
酔
中
尼
敢
問
新
交
取
親
」
｜
『
儒

家
者
言
』
十
四
｜
『
説
苑
』
雑
言
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⑦
一
号
木
晴
第
二
十
三
章
「
子
積
問
孔
子
日
賜
属
人
下
」
｜
『
儒

家
者
言
』
二
｜
『
説
苑
』
臣
術

③
一
号
木
晴
第
二
十
八
章
「
孔
子
之
楚
有
献
魚
者
」

l
『
儒
家
者

言
』
六
｜
『
説
苑
』
貴
徳

⑨
一
号
木
膿
第
三
十
八
章
「
孔
子
間
慮
気
駕
歎
」
｜
『
儒
家
者
言
』

七
｜
『
説
苑
』
尊
賢

⑩
一
号
木
閣
第
三
十
九
章
「
曾
子
有
疾
公
孟
問
之
」
｜
『
儒
家
者

言
』
十
六
｜
『
説
苑
』
修
文

⑪
一
号
木
揖
第
四
十
章
「
楚
伐
陳
陳
西
門
矯
」

l
『
儒
家
者
言
』

四
｜
『
説
苑
』
立
節

⑫
一
号
木
摘
第
四
十
三
章
「
曇
子
鴨
於
魯
」
『
儒
家
者
言
』
二

十
一
『
韓
詩
外
伝
』
巻
四

⑬
一
号
木
摘
第
四
十
四
章
「
子
路
行
辞
中
尼
中
尼
日
曾
女
以
車
」

ー
『
儒
家
者
言
』
十
五
｜
『
説
苑
』
雑
言

⑪
一
号
木
摘
第
四
十
六
章
「
孔
子
之
周
観
大
廟
」
｜
『
儒
家
者
一
言
』

八
｜
『
説
苑
』
敬
慎

こ
れ
ら
の
十
四
章
は
、
伝
存
文
献
を
仲
介
と
し
た
相
互
比
較
に

よ
っ
て
、
一
号
木
摘
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
の
共
通
性
が
明
ら

か
と
な
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

『
新
序
』
『
説
苑
』
『
緯
詩
外
伝
』
と
対
応
す
る
②
・
⑦
・
⑫
の
三

章
を
掲
げ
て
お
く
。

②
一
号
木
摘
章
題
第
六
章

自
公
勝
棋
其
君

・
『
儒
家
者
一
吉
田
』
二
十

・
：
：
之
屈
慮
、
日
S
M
i
－
－
－
輿
我
終
舎
子
。
子
不
我
奥
将
殺
子
。

屈
圃
E
M
i
－
－
－
乎
。
且
吾
聞
∞
O
N
－
－
：
：
口
臨
死
不
怒
。
夫
人
臣

口
白
ω
：
：
：
勝
乃
内
其
餌
。
ヨ
ω

・
『
新
序
』
巻
八
、
義
勇

自
公
勝
将
棋
楚
葱
王
、
王
出
亡
。
令
安
司
馬
皆
死
。
抜
錦
町

属
剖
於
周
園
、
剛
、
子
剰
刺
、
開
制
引
。
引
利
回
ベ
制
、
必
樹

子
。
鹿
目
、
子
殺
叔
父
、
而
求
福
於
庫
也
、
可
乎
。
吾
聞
、

知
命
之
士
、
見
利
不
動
、
臨
死
不
恐
。
矯
人
臣
者
、
時
生
則

生
、
時
死
則
死
、
是
謂
人
臣
之
躍
。
故
上
知
天
命
、
下
知
臣

道
、
其
有
可
劫
乎
、
子
胡
不
推
之
。
白
公
蝋
瑚
吋
到
釧
。
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⑦
一
号
木
摘
章
題
第
二
十
三
章

子
績
間
孔
子
日
賜
矯
人
下

・
『
儒
家
者
言
』
二

子
重
問
孔
子
日
、
賜
震
人
下
、
知
不
知
震

E
O
－
－
：
：
下
。
孔

子
日
、
〔
属
人
下
者
、
其
猶
土
乎
。
種
〕
吋
O
H
：
：
：
〔
得
玉
谷

駕
、
町
駅
之
得
甘
泉
駕
、
草
木
植
〕

H
o
s
i
－
－
－
禽
獣
伏
鷲
、
生

人
立
鷲
、
死
人
入
駕
、
多
吋
O

∞
：
：
：
口
其
言
。
矯
人
下
者
、
其

猶
土
平
坦
ω

。



・
『
説
苑
』
巻
二
、
臣
術

子
貢
問
孔
子
日
、
賜
属
人
下
、
市
未
知
所
以
属
人
下
之
道
也
。

孔
子
日
、
震
人
下
者
、
其
猶
土
平
。
種
之
則
五
穀
生
鷲
、
掘

之
則
甘
泉
出
鷲
、
草
木
植
駕
、
禽
獣
育
駕
、
生
人
立
駕
、
死

人
入
駕
、
多
其
功
而
不
言
。
属
人
下
者
、
其
猶
土
乎
。

⑫
一
号
木
摘
章
題
第
四
十
三
章

妻
子
鴨
於
魯

・
『
儒
家
者
一
言
』
二
十
一

〔
於
魯
〕
自
主
〔
口
巴
如
趨
、
品
。
∞
N

臣

敢
不
趨
乎
。
君
之

E
H：
：
：
受
倣
卑
、
臣
敢

2
N：：

・
『
緯
詩
外
伝
』
巻
四

曇
子
鴨
魯
、
上
堂
則
趨
、
授
玉
則
脆
。
子
貢
怪
之
、
問
孔
子

日
、
曇
子
知
種
平
。
今
者
妻
子
来
聴
魯
、
上
堂
則
樹
、
樹
到

則
脆
。
何
也
。
孔
子
日
、
其
有
方
失
。
待
其
見
我
、
我
将
間

駕
。
俄
而
妻
子
至
、
孔
子
問
之
。
曇
子
封
日
、
夫
上
堂
之
種
、

君
行
一
、
臣
行
二
。
今
君
行
疾
、
臣
敢
不
趨
平
。
今
君
之
授

幣
也
卑
、
臣
敢
不
脆
乎
。
孔
子
日
、
善
、
躍
中
又
有
穫
。
賜

寡
使
也
、
何
足
以
識
種
也
。
詩
日
、
種
儀
卒
度
、
笑
語
卒
獲
。

妻
子
之
謂
也
。

一
号
木
膿
章
題
と

だ
さ
れ
る
こ
と
は
、

『
儒
家
者
一
言
』
と
に
十
四
の
共
通
章
が
見
い

両
者
の
密
接
な
関
係
を
物
語
る
が
、
同
時
に

注
意
を
要
す
る
の
は
、
一
号
木
摘
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
の
聞

に
は
、
一
方
の
み
に
見
え
る
章
も
相
当
数
存
在
す
る
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
こ
う
し
た
両
者
の
相
違
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

て
み
よ
う
。

一
号
木
摘
章
題
全
四
十
七
章
に
お
い
て
摩
滅
に
よ
り
判
読
し
得

な
い
第
十
六
章
を
除
く
四
十
六
章
の
う
ち
、
『
儒
家
者
言
』
に
見
え

な
い
章
は
三
十
二
章
あ
り
、
一
方
『
儒
家
者
言
』
に
残
存
す
る
二

十
七
章
の
う
ち
、
一
号
木
摘
章
題
に
見
え
な
い
章
は
十
三
章
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
一
号
木
摘
章
題
は
一
部
に
融

損
を
含
む
も
の
の
ほ
ぼ
全
体
に
わ
た
る
検
討
が
可
能
で
あ
る
の
に

対
し
、
『
儒
家
者
言
』
の
方
は
歓
失
に
よ
り
原
状
を
把
握
し
難
い
た

め
、
一
号
木
摘
章
題
に
存
し
て
現
存
の
『
儒
家
者
言
』
に
見
え
な

い
章
に
つ
い
て
は
『
儒
家
者
言
』
原
本
に
存
在
し
た
か
否
か
を
明

ら
か
に
し
得
な
い
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
全
面
的
な

比
較
は
困
難
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
以
下
に
お
い
て
は
『
儒
家

者
言
』
に
存
し
て
一
号
木
掴
章
題
に
見
え
な
い
章
を
中
心
と
し
た

比
較
分
析
に
偏
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

『
儒
家
者
言
』
に
存
し
て
一
号
木
摘
章
題
に
見
え
な
い
十
三
章

の
う
ち
、
一
・
三
・
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五
・
二
十
六
の
六
章

は
孔
子
や
弟
子
の
説
話
で
あ
り
、
二
十
二
・
二
十
三
は
、
『
礼
記
』

祭
義
・
『
大
戴
礼
記
』
曾
子
本
孝
・
曾
子
大
孝
に
見
え
る
孔
子
あ
る

い
は
曾
子
の
言
説
と
合
致
し
、
二
十
七
は
『
論
語
』
八
傍
篇
第
十
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七
章
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
を
主
。

そ
れ
で
は
、
十
三
章
の
う
ち
孔
子
や
弟
子
と
直
接
的
な
関
連
を

も
た
な
い
王
・
十
七
・
十
八
・
十
九
の
四
章
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
て
み
よ
う
。
ま
ず
『
儒
家
者
言
』
各
章
の
残
存
本
文
と
対
応
す

る
内
容
を
も
っ
伝
存
文
献
と
を
記
号
を
付
し
て
順
に
掲
げ
る
。

A

『
儒
家
者
言
』
五

・
桓
公
謂
管
仲
目
、
諸
圏
芯
∞
・
：
・
間
有
封
園
、
〔
非
天
子
〕

呂
∞
∞
不
出
境
。
桓
公

H
H
E
i
－
－
－
今
予
不
道
日
古
田
：
：
：
割
燕
君

之
所
至
、
如
予
之
。
闘
す

・
『
説
苑
』
巻
玉
、
貴
徳

葬
桓
公
北
伐
山
戎
氏
、
其
道
過
燕
。
燕
君
逆
而
出
境
。
岡
制

問
管
仲
目
、
諸
侯
相
逆
、
固
出
境
乎
。
管
仲
目
、
非
天
子
不

出
境
。
桓
公
目
、
然
則
燕
君
畏
而
失
槽
也
。
寡
人
不
道
、
市

使
燕
君
失
種
。
乃
割
燕
君
所
至
之
地
、
以
奥
燕
君
。
諸
侯
聞

之
、
皆
朝
於
膏
。
詩
云
、
靖
恭
爾
位
、
好
是
正
直
、
神
之
聴

之
、
介
爾
景
福
。
此
之
謂
也
。

B

『
儒
家
者
言
』
十
七

：
：
張
岡
者
四
面
張
、
如
祝
之
口

g
o－
－
：
：
口
口
者
、
四
方
来

者
、
皆
麗

g
u
i－
－
－
予
欲
左
者
左
、
欲
右
者
右
、
欲
高
者
〔
高
〕

S
N
i
－
－
－
口
者
下
。
請
受
其
犯
命
者
、
圏
〔
両
之
口
〕
ち
お
・

・
：
之
日
、
湯
之
徳
及
禽
獣
失
。
故
吾
吋
O
M
i
－
－
－
品
川
絵
園
来
服
。

由
回
品

・
『
新
序
』
巻
玉
、
雑
事
王

湯
見
祝
網
者
置
四
回
。
其
倒
日
、
従
天
墜
者
、
従
地
出
者
、

従
四
方
来
者
、
皆
離
吾
網
。
湯
目
、
曙
壷
之
失
。
非
祭
執
矯

此
。
湯
乃
解
其
三
面
、
置
其
一
面
。
更
教
之
祝
日
、
昔
昧
蛮

作
網
。
今
之
人
循
序
、
欲
左
者
左
、
欲
右
者
右
、
欲
高
者
高
、

欲
下
者
下
。
五
日
取
其
犯
命
者
、
漢
南
之
園
聞
之
目
、
湯
之
徳

及
禽
獣
失
。
四
十
園
蹄
之
。
人
置
四
面
、
未
必
得
鳥
。
湯
去

三
面
、
置
其
一
面
、
以
網
四
十
因
。
非
徒
網
鳥
也
。

C

『
儒
家
者
言
』
十
八

・
〔
王
〕
居
部
、
使
人
治
池
、
得
人

gω
：
：
：
日
、
賓
之
。

吏
日
、
比
母
主
失
。
文
主
目
、
口

g
u－
－
・
：
一
家
之
主
也
。
〔
長

一
園
者
、
一
園
〕

g
時
長
天
下
者
、
天
下
（
注
5
）

之
人
間
之
、
口
包
十
・

・
『
新
序
』
巻
玉
、
雑
事
五
「
周
文
王
作
霊
牽
」

周
文
王
作
霊
華
、
及
矯
池
沼
、
掘
地
得
死
人
之
骨
。
吏
以
聞

於
文
王
、
文
王
日
、
更
葬
之
。
吏
目
、
此
無
主
失
。
文
王
日
、

有
天
下
者
、
天
下
之
主
也
。
有
一
園
者
、
一
国
之
主
也
。
寡

人
固
其
主
、
又
安
求
主
。
遂
令
吏
以
衣
棺
更
葬
之
。
天
下
聞

之
、
皆
目
、
文
主
賢
失
。
津
及
朽
骨
、
又
況
於
人
平
。
或
得

賓
以
危
園
。
文
王
得
朽
骨
以
喰
其
意
、
而
天
下
蹄
心
駕
。
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D

『
儒
家
者
言
』
十
九

雀
予
口
口
ま
－
：
：
：
口
公
。
胡
曇
子
於
同
上
目
、
子
口
密
吋
：
・

：
・
我
将
舎
子
。
子
不
我
奥
、
将
殺
子
口
口
口
弓
ω
：
：
：
可
之
。

曇
子
拐
之
巴
ω
：
：
：
〔
口
其
志
、
非
思
也
。
口
回
以
〕

Z
∞：

：
・
非
義
也
。
子
何
不
誰
之
。
雀
C
M
N
予
舎
之
。
曇
子
包
∞
：
：
：

口
其
僕
終
馳
。
曇
子
日
、
口
之

E
g－
－
：
：
安
之
成
節

gH

・
『
新
序
』
巻
八
、
義
勇

雀
梓
棋
荘
公
、
令
土
大
夫
盟
者
皆
脱
餌
而
入
、
言
不
疾
指
不

至
血
者
死
。
所
殺
十
人
。
次
及
妻
子
。
曇
子
奉
梧
血
仰
天
歎

日
、
悪
乎
径
子
将
矯
無
道
、
殺
其
君
、
盟
者
皆
視
之
。
雀
梓

謂
曇
子
日
、
子
輿
我
、
我
輿
子
分
因
。
引
利
割
到
、
吾
開
制

子
。
直
兵
将
推
之
、
曲
兵
将
句
之
。
唯
子
園
之
。
曇
子
目
、

嬰
聞
回
以
利
市
背
其
君
者
、
非
仁
也
。
劫
以
刃
而
失
到
剥
者
、

非
勇
也
。
詩
目
、
憧
悌
君
子
、
求
福
不
回
。
嬰
可
謂
不
回
失
。

直
兵
推
之
、
曲
兵
鈎
之
、
嬰
不
之
因
。
割
子
制
刻
。
割
引
趨

出
、
授
緩
市
垂
。
到
倒
判
刷
。
割
引
附
其
手
同
、
虎
豹
在
山

林
、
其
命
在
庖
厨
。
馳
不
盆
生
、
緩
不
盆
死
。
樹
剖
劇
倒
、

然
後
去
之
。
詩
云
、
彼
巳
之
子
、
舎
命
不
漁
。
曇
子
之
謂
也
。

こ
れ
ら
の
各
章
に
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

A
の
桓
公
・
管
仲
は
『
論
語
』
憲
間
篇
第
十
六
・
十
七
・
十
八
章
、

B
の
湯
は
顔
淵
篇
第
二
十
二
章
、

C
の
文
王
は
子
宰
篇
第
五
章
、

D
の
曇
嬰
は
公
冶
長
篇
第
十
七
章
に
そ
の
名
が
見
え
、
い
ず
れ
も

孔
子
が
尊
崇
し
た
聖
王
や
先
人
と
い
う
共
通
性
を
有
し
て
い
る
点

で
あ
る
在
6
1

し
た
が
っ
て
『
儒
家
者
言
』
に
存
し
て
一
号
木
摘

章
題
に
見
え
な
い
十
三
章
の
う
ち
、
孔
子
や
弟
子
と
直
接
的
な
関

連
を
も
た
な
い
四
章
に
つ
い
て
も
、
孔
子
が
尊
崇
し
た
聖
王
や
先

人
の
言
行
で
あ
る
と
い
う
点
で
儒
家
と
の
聞
に
密
接
な
関
連
が
認

め
ら
れ
、
『
儒
家
者
言
』
に
残
存
す
る
章
は
す
べ
て
儒
家
に
か
か
わ

る
主
題
を
も
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

孔
子
が
尊
崇
し
た
聖
王
や
先
人
の
言
行
を
記
す
四
章
は
、
一
号

木
摘
章
題
に
は
見
え
な
い
『
儒
家
者
言
』
の
特
色
と
し
て
注
目
さ

れ
る
が
、
両
者
の
関
係
を
理
解
す
る
上
で
む
し
ろ
重
視
す
べ
き
は
、

一
号
木
摘
章
題
と
『
儒
家
者
一
言
』
と
は
相
互
に
重
複
す
る
内
容
を

も
ち
、
両
者
は
と
も
に
孔
子
や
弟
子
の
言
行
を
中
心
と
す
る
儒
家

系
著
作
で
あ
る
と
い
う
顕
著
な
共
通
性
を
示
す
点
で
あ
る
。
こ
の

点
に
関
連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
劉
向
『
別
録
』
侠
文
の
記
事

で
あ
る
。
『
別
録
』
は
す
で
に
大
半
が
散
供
し
た
が
、
『
戦
国
策
』

『
管
子
』
『
曇
子
』
『
布
子
』
な
ど
に
そ
の
一
部
が
付
載
さ
れ
、
西

漢
期
の
書
物
の
実
態
を
伝
え
る
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
記
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
校
定
の
た
め
に
宮
中
や
諸
家

か
ら
集
め
ら
れ
た
書
物
に
お
い
て
、
同
じ
著
作
と
さ
れ
る
テ
キ
ス

ト
の
篇
数
に
顕
著
な
相
違
が
見
ら
れ
、
し
か
も
相
互
に
重
複
し
た

部
分
を
も
ち
、
内
容
に
も
出
入
り
が
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
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例
え
ば

「
管
子
叙
録
」
（
注
7
）
に
は
、

校
儲
す
る
所
の
中
の
管
子
書
は
三
百
八
十
九
篇
、
大
中
大
夫

卜
圭
の
書
は
二
十
七
篇
、
臣
当
参
の
書
は
四
十
一
篇
、
射
声

校
尉
立
の
書
は
十
一
篇
、
太
史
の
書
は
九
十
六
篇
。
凡
そ
中

外
の
書
は
五
百
六
十
四
篇
。
以
て
校
ベ
て
復
重
四
百
八
十
四

篇
を
除
き
、
八
十
六
篇
を
定
著
し
、
殺
青
し
市
し
て
書
し
て

繕
写
す
べ
か
ら
し
む
な
り
。

と
あ
り
、
篇
数
の
最
多
は
中
書
（
秘
府
）
所
蔵
の
三
百
八
十
九
篇
、

最
少
は
射
声
校
尉
立
所
蔵
の
十
一
篇
で
、
劉
向
は
収
集
さ
れ
た
内

外
の
テ
キ
ス
ト
延
べ
五
百
六
十
四
篇
の
う
ち
、
重
複
す
る
四
百
八

十
四
篇
を
除
き
、
八
十
六
篇
を
定
本
と
し
て
い
る
。
同
様
の
状
況

は
、
『
曇
子
』
『
荷
子
』
『
列
子
』
な
ど
他
の
叙
録
に
も
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
当
時
に
お
い
て
は
、
同
じ
著
作
と
さ
れ
る

テ
キ
ス
ト
聞
の
篇
数
が
相
違
し
、
内
容
に
出
入
り
が
あ
る
こ
と
は

む
し
ろ
一
般
的
な
状
況
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
同
一
の
著
作
と
認
定

さ
れ
る
た
め
に
は
、
重
複
部
分
の
存
在
や
文
献
的
性
格
の
共
通
性

が
重
要
な
指
標
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
に
お
け
る
こ

の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
流
布
の
実
態
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
十
四
の

共
通
す
る
章
と
儒
家
系
の
著
作
と
し
て
の
共
通
し
た
性
格
を
も
っ

一
号
木
繍
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
を
、
同
種
の
著
作
と
見
る
こ

と
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
両
者
は
、
孔
子
や
弟
子

の
説
話
を
中
心
と
し
た
『
論
語
』
と
は
別
種
の
儒
家
系
著
作
が
、

西
漢
期
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
実
証
す
る
資
料
と
見

な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
新
序
』
『
説
苑
』
と
の
関
係

そ
れ
で
は
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
に
か
か
わ
る
儒
家
系

著
作
は
、
『
新
序
』
『
説
苑
』
や
『
孔
子
家
語
』
な
ど
の
伝
存
文
献

と
い
か
な
る
関
係
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
ま
ず

伝
存
文
献
の
中
で
も
と
く
に
密
接
な
本
文
の
共
通
性
を
示
す
『
新

序
』
『
説
苑
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

『
新
序
』
『
説
苑
』
が
西
漢
末
の
劉
向
の
編
述
に
か
か
る
こ
と
は
、

『
漢
書
』
芸
文
志
（
諸
子
略
・
儒
家
）
の
「
劉
向
所
序
六
十
七
篇
」

に
付
さ
れ
た
「
新
序
・
説
苑
・
世
説
・
列
女
伝
煩
図
な
り
」
と
の

班
固
自
注
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
（
注
B
）

O

ま
た
『
漢
書
』
劉
向
伝
に

ま、
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い
よ
い
よ

向
、
俗
の
弥
者
淫
し
、
市
し
て
趨
・
衛
の
属
微
賎
よ
り
起

お

も

こ
り
、
礼
制
を
険
ゆ
を
暗
て
、
向
以
為
え
ら
く
王
教
は
内
由

り
外
に
及
ぼ
し
、
近
き
者
自
り
始
む
と
。
故
に
詩
書
に
載
す

る
所
の
賢
妃
貞
婦
の
国
を
興
し
家
を
顕
わ
し
て
法
則
と
す
べ

き
も
の
、
及
び
撃
婆
の
乱
亡
せ
る
者
を
採
取
し
、
序
次
し
て



列
女
伝
を
為
る
。
凡
そ
八
篇
。
以
て
天
子
を
戒
む
。
及
び
伝

記
・
行
事
を
采
り
て
、
新
序
・
説
苑
凡
そ
五
十
篇
を
著
し
、

之
を
奏
す
。

と
あ
り
、
『
新
序
』
『
説
苑
』
は
「
王
教
は
内
由
り
外
に
及
ぼ
し
、

近
き
者
自
り
始
む
」
と
の
意
図
か
ら
「
天
子
を
戒
」
め
る
た
め
に

編
述
さ
れ
た
『
列
女
伝
』
に
連
な
る
著
作
と
し
て
、
皇
帝
の
法
戒

の
資
と
な
る
「
伝
記
・
行
事
」
を
採
輯
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
説
苑
』
と
の
関
係
か
ら
注
目
す
べ

き
は
、
以
下
の
劉
向
「
説
苑
叙
録
」
の
存
在
で
あ
る
（
注
9
）

O

護
左
都
水
使
者
光
禄
大
夫
臣
向
言
う
。
校
す
る
所
は
中
書
の

説
苑
雑
事
、
及
び
臣
向
の
書
、
民
間
の
書
な
り
。
誼
し
て
校

観
す
る
に
、
其
の
事
類
衆
多
、
章
句
相
潤
れ
、
或
い
は
上
下

謬
乱
し
、
次
序
を
分
別
し
難
し
。
新
序
と
復
重
す
る
者
、
其

の
余
の
者
の
浅
薄
に
し
て
義
理
に
中
ら
ざ
る
を
除
去
し
、
別

に
集
め
て
以
て
百
家
の
後
と
為
す
。
類
を
以
て
相
い
従
わ
し

め
、
一
一
条
し
て
篇
目
を
別
ち
、
更
に
以
て
新
事
を
造
る
こ

と
、
十
万
言
以
上
。
凡
そ
二
十
篇
、
七
百
八
十
四
章
、
号
し

て
新
苑
と
日
う
。
皆
な
観
る
可
し
。
臣
向
味
死
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
説
苑
』
は
先
行
の
『
説
苑
雑
事
』
に
も
と
づ

き
再
編
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
新
序
と
複
重
す
る
者
：
：
：
を

除
去
し
」
と
の
記
述
か
ら
、
『
新
序
』
は
す
で
に
『
説
苑
』
編
述
時

に
成
立
し
、
『
説
苑
雑
事
』
と
の
聞
に
重
複
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
「
説
苑
叙
録
」
に
つ
い
て
は
、
伝
存
す
る
他
の
叙
録

に
比
し
て
体
裁
が
整
わ
ず
簡
略
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
後
人

の
仮
託
と
す
る
説
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
阜
陽
簡
捕
の
出

土
に
よ
っ
て
、
『
説
苑
』
と
の
聞
に
密
接
な
共
通
性
を
も
ち
、
同
時

に
『
新
序
』
と
の
重
複
も
見
ら
れ
る
『
説
苑
雑
事
』
の
ご
と
き
著

作
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
「
説
苑
叙
録
」
の
信
憲
性
が
具
体
的

に
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
概
に
仮
託
と
断
定
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
検
討
に
お
い
て
は
、

阜
陽
簡
摘
と
「
説
苑
叙
録
」
と
を
関
連
付
け
な
が
ら
『
説
苑
』
の

成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
前
章
で
指
摘
し
た
一
号
木
臆

章
題
・
『
儒
家
者
言
』
に
か
か
わ
る
儒
家
系
著
作
と
『
説
苑
』
と
の

関
係
を
究
明
し
て
み
た
い
。

一
号
木
摘
章
題
と
二
号
木
摘
章
題
お
よ
び
『
説
類
』
簡
は
い
ず

れ
も
『
説
苑
』
に
先
行
し
、
し
か
も
内
容
・
本
文
の
両
面
に
お
い

て
『
説
苑
』
と
共
通
す
る
章
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ら
と
『
説
苑
』
の
中
心
的
母
体
で
あ
る
『
説
苑
雑
事
』
と
の
聞

に
は
何
ら
か
の
関
連
を
想
定
し
得
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
問
題
と

な
る
の
は
、
一
号
木
摘
章
題
と
二
号
木
摘
章
題
お
よ
び
『
説
類
』

簡
と
は
別
種
の
著
作
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
『
説
苑

雑
事
』
と
関
連
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
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こ
で
、
あ
ら
た
め
て
一
号
木
摘
章
題
と
二
号
木
摘
章
題
お
よ
び
『
説

類
』
簡
と
の
内
容
や
性
格
の
相
違
に
注
目
す
る
と
、
一
号
木
摘
章

題
の
よ
う
な
孔
子
や
弟
子
の
言
行
を
中
心
と
す
る
儒
家
系
著
作
と

『
説
苑
雑
事
』
と
い
う
名
称
と
を
結
び
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
の
に
対
し
、
春
秋
戦
国
期
の
多
様
な
故
事
か
ら
な
る
二
号
木
摘

章
題
や
『
説
類
』
簡
の
よ
う
な
著
作
が
『
説
苑
雑
事
』
と
称
さ
れ

た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
重
視
す
べ

き
は
、
二
号
木
摘
章
題
の
説
話
に
為
政
者
の
行
為
に
対
し
て
臣
下

な
ど
が
諌
言
や
助
言
を
行
う
と
い
う
共
通
し
た
主
題
・
構
造
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
説
話
集
が
も
と
も
と
法
戒
書
と
し
て
の
性
格
を
有

し
た
と
見
な
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
全
容
が
未
公
表
の
た
め

把
握
し
が
た
い
点
が
残
る
も
の
の
、
『
説
類
』
簡
に
も
諌
正
に
か
か

わ
る
内
容
が
多
く
見
い
だ
さ
れ
、
さ
ら
に
歴
史
故
事
の
も
つ
機
能

と
い
う
点
か
ら
も
、
同
様
に
法
戒
書
と
し
て
の
性
格
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
皇
帝
の
法

戒
の
資
と
な
る
「
伝
記
・
行
事
」
を
採
録
し
た
『
説
苑
』
の
性
格

は
、
す
で
に
そ
の
中
心
的
母
体
で
あ
る
『
説
苑
雑
事
』
に
備
わ
っ

て
い
た
と
見
な
さ
れ
、
劉
向
が
既
存
の
『
説
苑
雑
事
』
を
再
編
滑

補
す
る
形
で
『
説
苑
』
を
編
述
し
た
背
景
が
明
瞭
に
理
解
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

『
説
苑
雑
事
』
が
二
号
木
闇
章
題
や
『
説
類
』
簡
の
よ
う
な
故

事
説
話
集
の
系
統
に
属
す
る
著
作
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
あ
ら
た

め
て
問
題
と
な
る
の
は
、
一
号
木
膿
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
『
説

苑
』
と
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
留
意
す
べ
き
は
、
上
述
の
ご
と
く
、

二
号
木
摘
章
題
・
『
説
類
』
簡
に
は
、
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者

一
吉
こ
の
よ
う
な
孔
子
や
弟
子
の
言
行
を
中
心
と
す
る
儒
家
系
著
作

と
し
て
の
要
素
を
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
し
難
い
点
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
『
説
苑
』
の
中
心

的
な
母
体
で
あ
る
『
説
苑
雑
事
』
に
お
い
て
も
、
儒
家
的
色
彩
は

比
較
的
稀
薄
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
説
苑
』
が
先
行
の
著
作
に
見
え
る
説
話
の
編
輯
物

と
い
う
性
格
を
も
つ
こ
と
は
、
す
で
に
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
左
松
超
「
説
苑
集
証
自
叙
」
（
『
説
苑
集
証
』
文
史
哲
出
版

社
、
一
九
七
三
年
）
は
『
説
苑
』
が
引
用
す
る
文
献
と
し
て
、
『
左

氏
伝
』
『
公
羊
伝
』
『
礼
記
』
『
大
戴
礼
』
『
管
子
』
『
曇
子
春
秋
』
『
荘

子
』
『
宥
子
』
『
韓
非
子
』
『
目
氏
春
秋
』
『
准
南
子
』
『
買
子
』
『
国

語
』
『
戦
国
策
』
『
尚
書
大
伝
』
『
韓
詩
外
伝
』
『
史
記
』
を
挙
げ
、

そ
の
中
で
も
『
曇
子
春
秋
』
『
有
子
』
『
目
氏
春
秋
』
『
准
南
子
』
『
戦

国
策
』
『
韓
詩
外
伝
』
が
と
り
わ
け
多
く
、
具
体
例
と
し
て
『
曇
子

春
秋
』
に
よ
る
三
十
七
条
を
列
挙
し
て
い
る
。
伝
存
文
献
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
現
行
の
テ
キ
ス
ト
と
直
結
し
が
た
い

面
も
あ
り
、
直
接
引
用
の
他
に
相
五
に
共
通
す
る
材
料
を
用
い
た

場
合
な
ど
多
様
な
可
能
性
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
説
苑
』
の
す
べ
て
の
章
が
『
説
苑
雑
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事
』
に
存
在
し
た
と
見
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
劉
向
は
も
と

も
と
法
戒
書
と
し
て
の
性
格
を
備
え
て
い
た
『
説
苑
雑
事
』
に
削

除
改
編
を
加
え
る
と
同
時
に
、
他
の
著
作
か
ら
法
戒
の
資
と
す
る

に
足
る
章
を
増
補
し
て
『
説
苑
』
を
編
述
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

「
説
苑
叙
録
」
の
「
新
序
と
復
重
す
る
者
、
其
の
余
の
者
の
浅
薄

に
し
て
義
理
に
中
ら
ざ
る
を
除
去
し
、
別
に
集
め
て
以
て
百
家
の

後
と
為
す
」
と
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
述
べ
た
も
の
と
理
解
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
き
『
説
苑
』
編
述
の
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
『
説
苑
』
と
に
共
通
す
る
儒
家

系
の
説
話
は
、
そ
の
中
心
的
母
体
と
な
っ
た
『
説
苑
雑
事
』
と
は

異
な
る
儒
家
系
著
作
か
ら
採
録
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。こ
れ
ま
で
「
説
苑
叙
録
」
と
の
関
連
か
ら
、
『
説
苑
』
を
中
心
に

見
て
き
た
が
、
次
に
『
新
序
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

て
み
よ
う
。
ほ
ぽ
原
本
に
近
い
分
量
を
有
す
る
『
説
苑
』
に
対
し

て
、
『
新
序
』
は
原
本
の
お
よ
そ
三
分
の
一
が
残
存
す
る
と
さ
れ

（
注
目
、
ま
た
「
新
序
叙
録
」
も
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
全
体
の
構
成

や
内
容
、
編
述
の
状
況
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
た
だ
し
、

『
説
苑
』
の
編
述
に
あ
た
っ
て
『
説
苑
雑
事
』
か
ら
『
新
序
』
と

重
複
す
る
も
の
を
除
い
た
と
い
う
「
説
苑
叙
録
」
の
記
述
か
ら
、

『
新
序
』
は
『
説
苑
』
に
先
行
し
、
『
説
苑
雑
事
』
と
『
新
序
』
と

の
聞
に
は
一
定
の
共
通
性
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
新
序
』
と
『
説
苑
』
と
は
同
じ
劉
向
の
編
述
に
か
か
る
漢
代

以
前
の
説
話
集
と
し
て
、
共
通
し
た
性
格
を
も
ち
、
従
来
、
両
者

は
一
連
の
著
作
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

一
号
木
臆
章
題
・
『
儒
家
者
一
言
』
と
に
共
通
す
る
章
を
分
析
す
る
と
、

『
新
序
』
と
『
説
苑
』
と
の
間
に
は
顕
著
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
共
通
す
る
章
の
数
で
あ
る
。
『
新
序
』

『
説
苑
』
と
一
号
木
踊
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
に
共
通
す
る
章
の

数
を
示
す
と
［
表
1
］
の
ご
と
き
結
果
が
得
ら
れ
る
在
日
）
。
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［表
1
］
『
新
序
』
『
説
苑
』
と
一
号
木
膿
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
の
共
通
章
の
数

（
一
号
木
膿
章
題
の
＊
は
『
儒
家
者
言
』
と
も
共
通
）

一
号
木
摘
章
題

一
孔
子
弟
子
O

孔
子
弟
子
外
1

一
孔
子
弟
子
叩
孔
子
弟
子
外
1

事

1 31 

4 16 



現
行
『
新
序
』
が
原
本
の
お
よ
そ
三
分
の
一
に
あ
た
る
こ
と
や

『
儒
家
者
一
言
』
に
多
く
の
映
失
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
、
資
料
上

の
問
題
を
十
分
に
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
そ
の
全

体
を
把
握
し
う
る
一
号
木
摘
章
題
に
お
い
て
『
新
序
』
と
の
共
通

す
る
章
が
二
章
に
止
ま
り
、
『
儒
家
者
言
』
に
つ
い
て
も
一
定
の
数

値
の
聞
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
『
新
序
』
に

比
べ
て
『
説
苑
』
と
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
の
聞
に
よ

り
密
接
な
関
係
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
章
の
登
場
人
物
に
注
目
す
る
と
、

『
説
苑
』
の
大
部
分
が
孔
子
や
弟
子
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
新
序
』

は
そ
の
す
べ
て
が
孔
子
や
弟
子
以
外
の
人
物
で
あ
る
と
い
う
顕
著

な
相
違
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
『
新
序
』
と
一
号
木
膿
章
題
と
に
共
通

す
る
一
章
は
、
楚
の
白
公
勝
の
乱
に
お
い
て
臣
道
を
貫
い
た
屈
魔

の
言
行
か
ら
な
り
、
前
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
ご
と
く
、
孔
子
の

教
え
を
体
現
す
る
人
物
を
主
題
と
し
た
儒
家
的
性
格
を
も
っ
説
話

と
見
な
さ
れ
る
。
ま
た
『
新
序
』
と
『
儒
家
者
言
』
と
に
共
通
す

る
四
章
の
う
ち
、
一
号
木
摘
章
題
と
も
共
通
す
る
一
章
を
の
ぞ
く

三
章
は
、
本
稿
第
一
章
に
お
い
て
検
討
を
加
え
た
B
・
C
－

D
に

あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
湯
・
文
王
・
曇
嬰
と
い
う
孔
子
が
尊
崇
す
る

聖
王
や
先
人
の
言
行
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
新
序
』
『
説
苑
』
と
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
の
共

通
章
に
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
多
様

な
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
取
り
敢
え
ず

『
新
序
』
の
共
通
章
と
の
関
連
か
ら
、
以
下
の
ご
と
き
二
つ
の
場

合
を
想
定
し
て
み
た
い
。

一
つ
め
は
、
『
新
序
』
の
共
通
章
が
『
説
苑
』
と
同
じ
く
、
一
号

木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
に
か
か
わ
る
儒
家
系
の
著
作
か
ら
採
録

さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
劉
向
は
『
新
序
』
『
説
苑
』
の

編
述
に
同
じ
儒
家
系
著
作
を
材
料
と
し
て
用
い
な
が
ら
、
『
新
序
』

に
お
い
て
は
意
図
的
に
孔
子
や
弟
子
が
登
場
す
る
章
を
排
除
し
、

『
説
苑
』
で
は
逆
に
孔
子
や
弟
子
が
登
場
す
る
章
を
数
多
く
採
録

し
た
こ
と
に
な
る
。

二
つ
め
は
、
『
新
序
』
の
共
通
章
が
『
説
苑
』
と
異
な
り
、
一
号

木
摺
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
に
か
か
わ
る
儒
家
系
の
著
作
と
は
別
の

来
源
を
も
っ
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
劉
向
は
『
説
苑
』
編
述

の
段
階
に
お
い
て
は
じ
め
て
一
号
木
膿
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
に
か

か
わ
る
儒
家
系
著
作
を
材
料
と
し
て
用
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
の
蓋
然
性
が
高
い
で

あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
前
者
の
場
合
に
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の

は
、
劉
向
が
『
新
序
』
の
編
述
に
お
い
て
孔
子
や
弟
子
が
登
場
す

る
章
を
こ
と
さ
ら
に
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
見
い
だ

さ
れ
な
い
点
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
『
新
序
』
の

説
話
に
は
多
様
な
思
想
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
根
幹
は
儒
家
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思
想
で
あ
り
、
現
行
『
新
序
』
に
も
少
数
な
が
ら
孔
子
や
弟
子
の

言
行
に
か
か
わ
る
章
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
が
成

立
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
後
者
の
場
合
は
、
先
に
述
べ
た
『
新
序
』
と
の

共
通
章
に
は
す
べ
て
孔
子
や
弟
子
以
外
の
人
物
が
登
場
す
る
と
い

う
特
色
に
加
え
て
、

（
一
）
『
儒
家
者
言
』
と
『
新
序
』
と
に
共
通
す
る
凹
章
の
う
ち
三

章
は
、
先
行
の
一
号
木
属
章
題
に
見
ら
れ
な
い
。

士
二
残
存
章
数
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
号
木
蝿
章
題

に
比
し
て
『
儒
家
者
二
＝
己
に
孔
子
や
弟
子
以
外
の
人
物
が
登

場
す
る
説
話
が
増
加
し
て
い
る
。

な
ど
の
点
か
ら
、
孔
子
や
弟
子
の
説
話
を
中
心
と
し
て
成
立
し
た

祖
本
に
、
他
の
人
物
が
登
場
す
る
説
話
が
増
補
さ
れ
て
い
く
過
程

を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒

家
者
言
』
と
『
新
序
』
と
が
、
並
行
的
に
そ
れ
ぞ
れ
共
通
の
説
話

を
採
録
し
た
可
能
性
は
、
必
ず
し
も
否
定
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
部
分

も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家

者
言
』
と
の
比
較
を
通
し
て
、
従
来
と
も
す
れ
ば
姉
妹
編
と
し
て

の
共
通
性
の
み
が
注
目
さ
れ
て
き
た
『
新
序
』
と
『
説
苑
』
と
の

相
違
点
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ

ち
、
先
行
の
『
新
序
』
に
比
べ
て
『
説
苑
』
に
は
、
一
号
木
膿
章

題
・
『
儒
家
者
言
』
に
か
か
わ
る
儒
家
系
著
作
か
ら
、
孔
子
や
弟
子

の
言
行
を
中
心
と
す
る
説
話
が
数
多
く
採
録
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

す
で
に
『
新
序
』
に
萌
芽
の
見
ら
れ
た
故
事
説
話
集
と
儒
家
説
話

集
と
の
融
合
が
、
『
説
苑
』
に
お
い
て
一
層
明
瞭
な
形
で
進
行
し
た

と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
初
歩
的
な
統
計
で
あ
る
が
、
孔
子
が

登
場
す
る
章
の
数
は
『
新
序
』
の
玉
章
に
対
し
て
『
説
苑
』
で
は

一
一
三
章
に
上
る
。
『
新
序
』
が
原
本
の
三
分
の
一
で
あ
る
と
い
う

資
料
上
の
問
題
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
、
か
か
る
顕
著
な
差
異
の

背
後
に
は
、
上
述
の
ご
と
き
編
述
に
用
い
た
材
料
の
相
違
が
あ
っ

た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
本
章
で
は
一
号
木
膿
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
『
新
序
』

『
説
苑
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
次
章
で
は
『
孔

子
家
語
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
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『
孔
子
家
語
』
と
の
関
係

『
孔
子
家
語
』
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
（
六
芸
略
、
論

語
）
に
「
孔
子
家
語
二
十
七
巻
」
と
あ
り
、
漢
代
に
そ
の
著
作
が

存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
顔
師
古
『
漢
書
』
注
が

「
今
有
る
所
の
家
語
に
は
非
ず
」
と
述
べ
る
ご
と
く
、
現
行
の
今

本
『
孔
子
家
語
』
十
巻
が
『
漢
書
』
芸
文
志
所
載
の
古
本
『
孔
子

家
語
』
と
異
な
り
、
裂
の
王
粛
の
手
に
な
る
こ
と
は
、
長
ら
く
定



説
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
号
木
摘
章
題
や
『
儒
家
者
一
言
』

の
出
土
に
よ
り
、
今
本
『
孔
子
家
語
』
と
対
応
す
る
内
容
を
も
っ

著
作
が
西
漢
期
に
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
近
年
の
中

国
に
お
い
て
は
、
王
粛
偽
作
説
を
否
定
し
、
今
本
『
孔
子
家
語
』

の
資
料
性
を
再
評
価
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で

も
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
今
本
『
孔
子
家
語
』
は
孔
安
国
の

編
述
に
な
る
と
す
る
胡
平
生
氏
の
見
解
で
あ
る
。
胡
氏
の
見
解
の

根
幹
は
、
一
号
木
膿
章
題
と
二
号
木
摘
章
題
お
よ
び
『
説
類
』
簡

と
を
同
種
の
著
作
と
見
な
し
、
そ
れ
を
今
本
『
孔
子
家
語
』
の
「
孔

安
田
序
」
が
記
す
「
孔
子
之
語
及
諸
国
事
・
七
十
二
弟
子
之
言
、

凡
百
齢
篇
」
の
一
部
と
見
て
、
孔
安
国
の
『
孔
子
家
語
』
編
述
の

母
体
と
解
す
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
前
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た

ご
と
く
、
一
号
木
摘
章
題
と
二
号
木
摘
章
題
お
よ
び
『
説
類
』
簡

と
は
、
編
述
意
図
を
異
に
す
る
別
種
の
著
作
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

「
孔
安
国
序
」
に
見
え
る
「
孔
子
之
語
及
諸
国
事
・
七
十
二
弟
子

之
言
、
凡
百
絵
篇
」
の
一
部
と
す
る
見
解
は
成
立
し
難
い
。
し
た

が
っ
て
、
一
号
木
掴
章
題
と
二
号
木
摘
章
題
お
よ
び
『
説
類
』
簡

に
よ
っ
て
、
「
孔
安
国
序
」
の
信
理
性
を
裏
付
け
、
今
本
『
孔
子
家

語
』
の
孔
安
国
編
述
を
立
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。今
本
『
孔
子
家
語
』
の
問
題
点
は
、
本
文
の
面
に
お
い
て
も
指

摘
さ
れ
る
。
一
号
木
膿
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
の
本
文
の
多
く
が
、

今
本
『
孔
子
家
語
』
と
相
違
し
、
『
説
苑
』
『
新
序
』
と
の
聞
に
密

接
な
共
通
性
を
示
す
こ
と
は
、
す
で
に
複
数
の
先
学
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
韓
自
強
二
号
木
摘
《
儒
家
者

言
》
章
題
釈
文
考
証
」
（
『
阜
陽
漢
簡
《
周
易
》
研
究
』
所
収
）
は
、

従
《
儒
家
者
一
吉
田
》
章
題
和
定
時
炭
簡
内
容
来
看
、
《
説
苑
》
裏

保
存
的
這
忠
一
《
儒
家
者
言
》
的
内
容
還
是
比
較
原
始
的
。
《
孔

子
家
語
》
和
其
他
漢
代
著
作
所
引
用
的
内
容
、
多
有
所
増
刷

加
工
的
痕
跡
、
因
此
、
《
説
苑
》
裏
保
存
的
原
始
材
料
、
亦
顛

得
真
賓
賓
貴
。

と
述
べ
、
一
号
木
摘
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
の
比
較
か
ら
、
『
説

苑
』
本
文
が
原
初
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
今
本
『
孔
子
家
語
』
に

は
多
く
増
刷
加
工
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
寧
鎮
謹
「
由
《
民
之
父
母
》
奥
定
州
・
阜
陽
相
関
簡
摘
再

説
《
家
主
間
》
的
性
質
及
成
書
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
続

編
』
上
海
書
店
出
版
社
、
二

O
O四
年
）
は
、
今
本
『
孔
子
家
語
』

『
説
苑
』
と
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
に
共
通
す
る
章
に

つ
い
て
「
（
1
）
今
本
《
家
語
》
特
雨
個
濁
立
的
部
分
紛
併
湊
・
整

合
到
一
起
」
「
（
2
）
将
散
文
改
成
封
偶
句
」
と
の
二
つ
の
観
点
か

ら
詳
細
な
比
較
分
析
を
試
み
、
『
説
苑
』
は
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒

家
者
言
』
と
よ
く
合
致
し
、
本
文
や
構
成
の
す
べ
て
の
面
に
お
い

て
原
初
的
な
性
質
を
反
映
し
て
い
る
の
に
対
し
、
今
本
『
孔
子
家
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語
』
の
本
文
に
は
大
き
な
改
変
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
（
注
ロ
）
。

こ
う
し
た
本
文
の
傾
向
は
、
本
文
中
の
孔
子
に
対
す
る
呼
称
に

も
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
『
説

苑
』
・
今
本
『
孔
子
家
語
』
に
見
え
る
孔
子
の
呼
称
を
整
理
す
る
と

［表
2
1①
②
］
の
ご
と
き
結
果
が
得
ら
れ
る
。

［表
2

①］

阜陽木閣と『儒家者言』・『説苑』・今本『孔
子家語』との孔子の呼称の比較
（算用数字は章数、一は歓損などにより用例
が見られないことを示す）

14 13 12 11 9 8 7 4 3 1 阜
ーーーーー・・・・・・ーーーーーーーーーーーー・』ーーーーーーーーーーーー 陽
孔孔孔中一一中孔子子 木
子子子尼 尼子 摘

11 10 9 12 ｛需
骨骨ーーーーーー・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

者家
子中一孔
尼 子 空E豆コc 

尊 権善徳貴善 雑復
賢 謀説説 言恩 説
ーーーーーーーーーーーーー』ーーーーーー．．．．．ー・・・ーーーーーーーー

孔 干し仲仲仲 干し孔 苑
子 子尼尼尼 子子

賢 困 困
君 誓 誓

孔
子

ーーーーーーーーーー・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・』．．． 家

干し 干し 干し
語

子 子 子

47 46 44 42 41 40 38 37 35 33 32 28 26 25 24 23 22 21 20 19 17 15 

孔孔中中孔一孔孔一子中孔中孔子孔子子孔中孔孔
子子尼尼子 子子 尼子尼子 子 子尼子子

15 4 7 6 2 14 

孔子 孔孔中
子 子子尼

雑雑政立尊 雑貴 尊雑臣雑建雑雑 雑
言言理節賢 言徳 賢言術言本言言 言

孔
子
一
六
本

仲仲干し孔干し 仲孔 干し孔干し干し孔孔仲
尼尼子子子 尼子 子子子子子子尼

子六 賢 三 六致 賢致困困致致子
路本 君恕本思君思誓誓思思路
初 初
見見

干し
子
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干し孔干し孔干し孔孔
子子子子子子子

孔孔
子子

孔
子

孔
子

干し干し
子子



［表21②］『儒家者言』と阜陽木摘・『説苑』・今本『孔

子家語』との孔子の呼称の比較

25 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 4 3 2 T震
ー・・ーーーー”ー・ーーーー・”・ーーーーーーーーーーーー・胃 F 』・－ －ーー－－－－－－－－－－－－－－

家者
孔孔中一孔子中 一一孔子一孔
子子尼 子 尼 子 子 三にぎコ

44 19 4 12 11 8 38 28 40 23 阜
ー－-－ーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・ーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーーーーーー 陽
中中 孔孔中一 孔孔一 干し 木
尼尼 子子尼 子子 子 摘

修雑雑雑権善善敬尊貴立建臣
文言言言謀説説慎賢徳節本術 説

ーーーーーーーーーーーーーーーーーー，ー．ーー・ーーーー，－ －ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・

仲仲干し孔干し仲仲孔干し孔孔干し孔 苑
尼尼子子子尼尼子子子子子子

子子六困困 観賢致 六困
路路本誓誓 周君思 本誓

干し
初初

子
見見

家ーーー・・ーーーーーー・ーー・・・・・・・ーーーー・ーーー－－－ーーーーーーーーーー・・ーーーーーー・ー

孔孔孔孔孔 干し干し孔 干し孔
語

子子子子子 子子子 子子

一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
に
は
、
孔
子
の
呼
称
と
し
て
「
孔

子
」
「
子
」
「
中
尼
」
の
三
種
が
あ
り
、
「
子
」
を
「
孔
子
」
の
略

称
と
し
て
一
括
す
る
と
、
『
儒
家
者
一
言
』
に
は
「
孔
子
（
子
ご
が
七

例
、
「
中
尼
」
が
二
例
、
阜
陽
木
摘
に
は
「
孔
子
（
子
ご
が
二
十
例
、

「
中
尼
」
が
七
例
見
え
る
。
こ
れ
を
『
説
苑
』
と
比
較
す
る
と
一

号
木
摘
章
題
は
対
応
す
る
十
九
例
の
す
べ
て
が
合
致
し
、
『
儒
家
者

一
言
』
は
対
応
す
る
八
例
中
七
例
が
合
致
し
て
い
る
。
『
儒
家
者
一
言
』

八
例
中
、
唯
一
合
致
し
な
い
一
例
は
『
儒
家
者
言
』
十
五
の
「
孔

子
」
を
『
説
苑
』
修
文
が
「
仲
尼
」
に
作
る
も
の
で
あ
る
が
、
対

応
す
る
一
号
木
慣
章
題
第
四
十
四
章
は
「
中
尼
」
に
作
っ
て
逆
に

『
説
苑
』
と
合
致
し
て
お
り
、
漢
代
の
テ
キ
ス
ト
に
も
異
同
が
存

在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
本
『
孔
子
家
語
』

は
対
応
箇
所
の
す
べ
て
を
「
孔
子
」
に
作
り
、
「
仲
（
中
）
尼
」
の
呼

称
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
（
注
口
）
O

こ
う
し
た
状
況
は
、
『
説
苑
』
が
原

資
料
の
呼
称
を
か
な
り
忠
実
に
伝
え
る
の
に
対
し
、
今
本
『
孔
子

家
語
』
は
一
定
の
統
一
が
図
ら
れ
た
痕
跡
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

今
本
『
孔
子
家
語
』
の
後
代
性
は
呼
称
の
分
析
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
一
号
木
膿
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
今
本
『
孔
子

家
語
』
と
の
聞
に
は
、
本
文
の
面
に
お
い
て
も
直
接
的
な
関
係
を

見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
一
号
木
崩
章
題
・
『
儒
家
者
言
』

は
、
『
説
苑
』
に
比
し
て
今
本
『
孔
子
家
語
』
の
本
文
の
後
代
性
を

強
く
示
唆
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
号
木
閥
章
題
・
『
儒
家
者
言
』

は
、
今
本
『
孔
子
家
語
』
偽
作
説
を
否
定
し
、
そ
の
原
型
が
漢
代

に
存
在
し
た
こ
と
を
実
証
す
る
資
料
で
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
今



本
『
孔
子
家
語
』
自
体
が
漢
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
実
証
す

る
資
料
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
一
号
木
膿
章
題
・
『
儒
家
者
一
吉
田
』
と
『
漢
書
』

芸
文
志
所
載
「
孔
子
家
語
二
十
七
巻
」
と
の
関
係
を
考
察
し
て
み

よ
う
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
儒
家
者
言
』
を
竹
筒
『
家
語
』

と
称
し
、
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
一
吉
田
』
を
『
孔
子
家
語
』
の
原

型
と
見
な
す
李
学
勤
氏
の
見
解
で
あ
る
。
李
氏
は
、
『
儒
家
者
言
』

と
劉
向
校
書
と
の
時
期
的
差
異
が
三
十
年
足
ら
ず
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
『
儒
家
者
言
』
は
『
漢
書
』
芸
文
志
が
著
録
す
る
「
孔
子
家
語

二
十
七
巻
」
の
一
部
か
あ
る
い
は
摘
抄
本
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘

す
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
『
儒
家
者
一
冨
』
に
劉
向
が
編
述
し
た
『
説

苑
』
『
新
序
』
と
同
じ
内
容
が
少
な
か
ら
ず
見
え
る
こ
と
を
挙
げ
、

『
漢
書
』
芸
文
志
（
六
芸
略
、
論
語
）
が
収
録
す
る
書
物
の
う
ち
、

孔
門
の
師
弟
の
言
行
を
記
し
た
も
の
は
『
論
語
』
以
外
で
は
『
孔

子
家
語
』
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
州
漢
墓
に
お
い
て
『
論
語
』

と
と
も
に
出
土
し
た
『
儒
家
者
言
』
は
『
孔
子
家
語
』
に
帰
す
る

こ
と
が
で
き
、
今
本
『
孔
子
家
語
』
は
竹
簡
本
の
基
礎
の
上
に
数

次
に
わ
た
る
増
補
編
纂
を
経
て
形
成
さ
れ
た
と
し
て
い
る
｛
注
M
1

こ
の
李
氏
の
見
解
は
一
号
木
摘
章
題
公
表
以
前
に
出
さ
れ
た
た

め
、
一
号
木
屑
章
題
の
性
格
や
『
儒
家
者
言
』
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
未
だ
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
一
号
木
摘

章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
『
新
序
』
『
説
苑
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

も
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
前
章
ま
で
の
検
討

に
よ
っ
て
、
一
号
木
膿
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
は
同
種
の
儒
家

系
著
作
で
あ
り
、
『
説
苑
』
と
の
共
通
章
は
、
こ
の
儒
家
系
著
作
か

ら
の
採
録
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
李
氏
の
見
解

の
妥
当
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
見
解
を
踏
ま

え
る
な
ら
ば
、
劉
向
が
『
説
苑
』
編
述
の
材
料
と
し
た
一
号
木
摘

章
題
・
『
儒
家
者
言
』
に
か
か
わ
る
儒
家
系
著
作
が
『
漢
書
』
芸
文

志
所
載
の
吉
本
『
孔
子
家
語
』
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
古
本
『
孔
子
家
語
』
の
実
体
を
解
明
す
る
直

接
的
な
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
以
上
、
現
時
点
で
は
そ
れ
を
断

定
す
る
こ
と
は
困
難
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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結

E苦

以
上
、
本
稿
で
は
一
号
木
摘
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
、
『
新
序
』
『
説
苑
』
や
今
本
『
孔
子
家
語
』
な
ど

の
伝
存
文
献
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
本
稿
で
取
り

上
げ
た
文
献
の
関
係
を
簡
略
に
図
示
し
、
検
討
の
結
果
を
箇
条
的

に
ま
と
め
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。



O
阜
陽
簡
膚
・
『
儒
家
者
言
』
と
伝
存
文
献
と
の
関
係

（
ー
ー
本
文
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
文
献
・
一
『
関
連
が
想
定
さ
れ
る
文
献
）

古
本
＝『

閉 l 孔

『｜家iー｜ ι圭
儒 l系｜号 1~~
家 l割木｜己
者世H責
言章
』題

（侠）

『
説
苑
』

『
新
序
』

〈
本
文
の
原
初
性
〉
↑
↓
今
本
『
孔
子
家
語
』
〈
本
文
の
後
代
性
〉

－：『
E『 _,  言日

説号：キ苑

主査i雑
：簡章i ;!'.: 
題；
（供）

（
一
）
一
号
木
蹟
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
は
同
種
の
儒
家
系
著

作
と
見
な
さ
れ
、
一
号
木
摘
章
題
の
書
写
年
代
か
ら
、
そ
の

祖
本
は
西
漢
文
帝
期
以
前
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
。

（
二
）
二
号
木
摘
章
題
・
『
説
類
』
簡
と
の
比
較
か
ら
、
『
説
苑
』

の
中
心
的
母
体
と
な
っ
た
『
説
苑
雑
事
』
は
、
春
秋
戦
国
期

の
故
事
を
中
心
と
す
る
説
話
集
で
あ
り
、
儒
家
的
な
色
彩
は

比
較
的
希
薄
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

（
三
）
一
号
木
膿
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
『
新
序
』
と
に
共
通
す

る
章
に
は
、
孔
子
や
弟
子
が
登
場
し
な
い
と
い
う
顕
著
な
特
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徴
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』

に
か
か
わ
る
儒
家
系
著
作
と
は
別
の
来
源
を
も
っ
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
る
。

（
四
）
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
『
説
苑
』
と
に
共
通
す

る
章
の
多
く
は
、
一
号
木
膿
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
に
か
か
わ

る
儒
家
系
著
作
か
ら
採
録
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
、
そ
の

結
果
『
新
序
』
に
比
し
て
『
説
苑
』
に
お
い
て
は
、
故
事
説

話
集
と
儒
家
説
話
集
と
の
融
合
が
一
層
明
陳
な
形
で
進
行
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
一
号
木
臆
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
『
説
苑
』
・
今
本
『
孔



子
家
語
』
と
に
対
応
す
る
本
文
を
比
較
す
る
と
、
一
号
木
摘

章
題
・
『
儒
家
者
一
言
』
と
『
説
苑
』
と
の
聞
に
は
緊
密
な
共
通

性
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
今
本
『
孔
子
家
語
』
に
は
後

代
性
が
認
め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
今
本
『
孔
子
家
語
』
と
一

号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
量
一
ロ
』
と
の
聞
に
直
接
的
な
関
係
は
見

い
だ
さ
れ
な
い
。

（
六
）
李
学
勤
氏
の
指
摘
と
本
稿
の
検
討
結
果
と
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
『
説
苑
』
編
述
の
材
料
と
な
っ
た
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒

家
者
言
』
に
か
か
わ
る
儒
家
系
著
作
が
、
『
漢
書
』
芸
文
志
所

載
の
古
本
『
孔
子
家
語
』
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。

近
年
の
出
土
文
献
は
『
六
輯
』
『
尉
練
子
』
『
曇
子
春
秋
』
な
ど
、

長
ら
く
後
代
の
偽
書
と
さ
れ
て
き
た
著
作
の
復
権
・
再
評
価
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
王
粛
の
偽
作
と
し
て
そ
の
資
料
性

が
必
ず
し
も
十
分
に
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
今
本
『
孔
子
家
語
』

に
つ
い
て
も
、
一
号
木
摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
の
出
土
に
よ
り
、

そ
の
原
型
が
西
漢
期
に
存
在
し
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
従
来
の
偽

作
説
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
『
孔
子
家
語
』
研
究
の
画
期
的
進
展

と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

し
か
し
、
重
ね
て
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
一
号
木
晴
章
題
・

『
儒
家
者
言
』
は
決
し
て
今
本
『
孔
子
家
語
』
が
孔
安
国
の
編
述

で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
、
そ
れ
自
体
が
漢
代
に
糊
る
こ
と
を
裏
付

け
得
る
資
料
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
確
か
に
胡
平
生
氏
が

提
起
し
た
孔
安
国
編
述
説
は
、
検
討
す
べ
き
仮
説
の
一
つ
で
あ
り
、

前
稿
お
よ
び
本
稿
の
結
論
に
従
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
す
で
に

文
帝
期
以
前
に
存
在
し
て
い
た
『
孔
子
家
語
』
の
原
型
と
な
る
儒

家
系
著
作
に
、
孔
安
国
が
整
理
・
加
工
を
加
え
て
今
本
『
孔
子
家

語
』
の
原
本
が
成
立
し
た
可
能
性
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
。
し
か

し
現
時
点
に
お
い
て
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
仮
説
の
域
を
出
ず
、

孔
安
国
の
編
述
を
前
提
と
し
て
今
本
『
孔
子
家
語
』
を
論
ず
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
な
態
度
が
要
求
さ
れ
よ
う
。
一
号
木

摘
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
と
今
本
『
孔
子
家
語
』
と
の
比
較
か
ら
断

定
し
得
る
の
は
、
今
本
『
孔
子
家
語
』
の
本
文
に
後
代
性
が
認
め

ら
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
り
、
こ
の
後
代
性
が
ど
の
時
点
に
お
い

て
、
あ
る
い
は
い
か
な
る
経
緯
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
を
判
定
す
る

明
確
な
根
拠
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
し
難
い
の
で
あ
る
富
山
）
。

む
し
ろ
、
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
重
視
す
べ
き

は
、
一
号
木
膿
章
題
・
『
儒
家
者
言
』
の
出
土
に
よ
っ
て
、
今
本
『
孔

子
家
語
』
の
素
材
と
な
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
、
よ
り
原
初
的
な
本

文
が
『
説
苑
』
中
に
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

が
判
明
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
も
本
稿
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

ら
は
古
本
『
孔
子
家
語
』
と
関
連
を
も
っ
儒
家
系
著
作
か
ら
採
録

さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
儒
家
思
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想
研
究
資
料
と
し
て
の
『
説
苑
』
の
価
値
を
再
評
価
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
『
孔
子
家
語
』
研
究
に
お
い
て
も
、

比
較
資
料
と
し
て
の
『
説
苑
』
の
意
義
を
十
分
に
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

j主

（1
）
後
述
の
よ
う
に
緯
自
強
『
阜
陽
漢
簡
《
周
易
》
研
究
』
（
上
海
古
籍

出
版
社
、
二

O
O四
年
）
は
、
「
附
録
一
」
「
附
録
二
」
に
お
い
て
、

両
木
繍
章
題
を
一
号
木
膿
『
儒
家
者
言
』
章
題
・
二
号
木
膿
『
春
秋

事
語
』
章
題
と
仮
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
両
木
膿
章
題
と
定
州
漢
墓

竹
簡
『
儒
家
者
言
』
・
馬
壬
堆
漢
墓
吊
書
『
春
秋
事
語
』
と
の
関
連
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
名
称
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
木
膿
章
題

が
あ
た
か
も
『
儒
家
者
言
』
や
『
春
秋
事
語
』
の
章
題
で
あ
る
か
の

ご
と
き
誤
解
を
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で

は
、
単
に
一
号
木
繍
章
題
・
二
号
木
膿
章
題
と
表
記
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
二
号
木
繍
章
題
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
竹
簡
に
つ

い
て
は
、
先
行
の
胡
氏
が
『
説
類
雑
事
』
と
仮
称
し
『
説
類
』
簡
と

略
記
す
る
の
に
従
っ
た
。

（2
）
定
州
四
十
号
漢
墓
竹
簡
に
つ
い
て
は
、
河
北
省
文
物
研
究
所
「
何

北
定
県

ω号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
、
定
県
漢
墓
竹
簡
整
理
組
「
定
県

ω号

漢
墓
出
土
竹
筒
簡
介
」
（
『
文
物
』
一
九
八
一
年
第
八
期
）
参
照
。

（3
）
本
稿
に
お
け
る
引
用
は
以
下
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。
出
土
文
字
資

料
に
つ
い
て
は
、
比
較
の
便
宜
上
、
重
文
・
合
文
を
通
行
の
表
記
に

改
め
、
一
部
の
文
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

－
一
号
木
膿
章
題
・
：
韓
自
強
『
阜
陽
漢
簡
《
周
易
》
研
究
』
所
収

「
附
録
一
阜
陽
西
漢
汝
陰
侯
墓
一
号
木
膿
《
儒
家
者
言
》
章
題
」

所
収
の
図
版
・
挙
本
・
釈
文

・
『
儒
家
者
言
』
：
：
：
定
県
漢
墓
竹
筒
整
理
組
「
《
儒
家
者
言
》
釈
文
」

「
｛
疋
県
川
山
号
漢
墓
一
出
土
竹
簡
拳
本
（
図
八
｜
一
一
ご
（
『
文
物
』

一
九
八
一
年
第
八
期
）
釈
文
中
の
〔
〕
は
、
釈
文
作
成
後
、
一

九
七
六
年
の
地
震
に
よ
り
原
簡
が
損
失
し
た
部
分
を
示
す
。

・
『
新
序
』
・
・
『
四
部
叢
刊
初
編
子
部
』
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
平

湖
葛
氏
伝
撲
堂
蔵
明
紗
本

・
『
説
苑
』
：
：
：
『
四
部
叢
刊
初
編
子
部
』
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
江

南
図
書
館
蔵
明
翻
宋
刊
本

・
『
韓
詩
外
伝
』
・
：
：
『
四
部
叢
刊
初
編
経
部
』
上
海
商
務
印
書
館
縮

印
明
沈
氏
野
竹
斎
刻
本

（4
）
『
儒
家
者
言
』
と
現
存
文
献
と
の
内
容
上
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、

定
県
漢
墓
竹
筒
整
理
組
「
《
儒
家
者
言
》
釈
文
」
（
『
文
物
』
一
九
八
一

年
第
八
期
）
参
照
。

（5
）
こ
の
残
簡
の
編
号
は
「
《
儒
家
者
言
》
釈
文
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な

（6
）
『
論
語
』
顔
淵
篇
第
二
十
二
章
に
み
え
る
湯
に
関
す
る
記
述
は
、
孔
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子
の
発
言
中
の
も
の
で
は
な
い
が
、
「
知
」
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
す

る
孔
子
の
回
答
の
意
味
を
奨
遅
に
問
わ
れ
た
子
夏
が
、
舜
と
と
も
に

湯
と
伊
勢
の
例
を
出
し
て
説
明
し
て
お
り
、
孔
門
に
お
い
て
湯
が
聖

王
と
し
て
共
通
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（7
）
「
管
子
叙
録
」
の
訓
読
は
、
厳
可
均
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝

文
』
全
漢
文
巻
三
十
七
（
広
州
広
雅
書
局
刻
本
）
に
よ
る
。

（8
）
『
漢
書
』
劉
向
伝
の
訓
読
は
、
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
本
に
よ
る
。

（9
）
「
説
苑
叙
録
」
の
訓
読
は
、
厳
可
均
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝

文
』
全
漢
文
巻
三
十
七
（
広
州
広
雅
書
局
刻
本
）
に
よ
る
。

（
印
）
現
行
の
『
新
序
』
を
校
定
し
た
宋
の
曾
章
「
新
序
目
録
序
」
に
「
劉

向
所
集
次
新
序
三
十
篇
録
一
篇
、
惰
唐
之
世
尚
矯
全
書
。
今
可
見
者

十
篇
而
巴
。
臣
既
考
正
其
文
字
、
因
盛
岡
其
序
論
」
（
『
元
豊
類
藁
』
巻

十
ご
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
現
行
の
『
新
序
』
は
原
本
の
三
分

の
一
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
日
）
な
お
、
一
号
木
膿
章
題
第
十
二
章
お
よ
び
『
儒
家
者
雪
ロ
』
十
一
は
、

『
説
苑
』
権
謀
と
『
貌
志
』
劉
虞
伝
注
所
引
『
新
序
』
侠
文
と
の
両

者
と
内
容
上
の
対
応
関
係
を
も
っ
。
し
か
し
、
本
文
を
比
較
す
る
と

『
説
苑
』
権
謀
と
の
聞
に
は
密
接
な
共
通
性
を
有
す
る
の
に
対
し
、
『
新

序
』
侠
文
と
の
聞
に
は
相
違
点
が
多
く
、
直
接
的
な
関
係
を
認
め
が

た
い
。
し
た
が
っ
て
『
新
序
』
の
統
計
に
は
含
め
な
か
っ
た
。

（
ロ
）
た
だ
し
、
寧
氏
は
胡
氏
の
説
に
立
脚
し
て
、
こ
の
相
違
の
原
因
を

『
説
苑
』
と
今
本
『
孔
子
家
語
』
と
が
同
じ
材
料
を
用
い
な
が
ら
異

な
っ
た
方
式
で
整
理
し
た
た
め
と
解
し
て
い
る
。

（
日
）
今
本
『
孔
子
家
語
』
全
体
で
は
、
「
孔
子
」
以
外
に
「
夫
子
」
の
呼

称
も
見
ら
れ
る
。

（
凶
）
李
学
勤
「
新
発
現
筒
鳥
与
漢
初
学
術
史
的
若
干
問
題
」
（
『
姻
台
大

学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、
一
九
八
八
年
第
一
期
、
『
李
学
勤
学
術

文
化
随
筆
』
中
国
青
年
出
版
社
、
一
九
九
九
年
再
牧
）
、
「
竹
筒
《
家

語
》
輿
漢
親
孔
氏
家
学
」
「
八
角
廊
漢
簡
儒
書
小
議
」
（
『
簡
島
侠
籍
輿

学
術
史
』
時
報
文
化
出
版
企
業
有
限
公
司
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
日
）
し
た
が
っ
て
今
本
『
孔
子
家
語
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
古
文
『
尚

書
』
『
孔
叢
子
』
と
同
様
、
孔
安
国
・
孔
信
・
孔
季
彦
・
孔
孟
等
、
孔

氏
学
者
の
手
に
よ
っ
て
続
成
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
る
編
纂
・
改
変
・

増
補
の
過
程
を
経
て
成
立
し
た
と
す
る
李
学
勤
氏
の
見
解
が
、
現
時

点
に
お
け
る
穏
当
な
理
解
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
前
掲
注
（
U
）
「
竹

筒
《
家
語
》
奥
漢
貌
孔
氏
家
学
」
参
照
）
。
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